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令和２年５月15日

３月会議
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め

と
す
る
５
会
計
の
当
初
予
算
な
ど
を
可

決
し
ま
し
た
。

　

今
会
議
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
等
22
件
、
議
員
か
ら

提
出
さ
れ
た
発
議
案
１
件
、
市
民
の
方
な
ど
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情

２
件
、
及
び
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
る
陳
情
１
件
に
つ
い
て
審
議
し

ま
し
た
。

　

可
決
さ
れ
た
議
案
は
、
鎌
ケ
谷
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
な
ど
で
す
。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
５
会
計
の

当
初
予
算
案
は
、
委
員
９
人
か
ら
な
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
て
審
査
し
、
本
会
議
に
お
い
て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
が
委
員

長
か
ら
報
告
さ
れ
た
後
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

（
審
議
の
結
果
は
２
面
に
掲
載
）

３
月
会
議
日
程

２
月
20
日
㈭
開

議

会
議
期
間
の
決
定

議
案
の
提
案
説
明

23
日
㈰
お
知
ら
せ
号
発
行

26
日
㈬
議
案
に
対
す
る
質
疑

27
日
㈭
総
務
企
画
常
任
委
員
会

都
市
・
市
民
生
活
常
任
委
員
会

28
日
㈮
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

３
月
２
日
㈪
予
算
審
査
特
別
委
員
会

３
日
㈫
予
算
審
査
特
別
委
員
会

６
日
㈮
会
議
期
間
の
変
更

委

員

長

報

告

追
加
議
案
の
上
程

発
議
案
の
提
出

質
疑
・
討
論
・
採
決

散

会

　

災
害
時
に
お
け
る
市
議
会
、

各
議
員
の
対
応
を
明
確
に
し
、

共
通
認
識
を
図
る
た
め
令
和

２
年
１
月
に
鎌
ケ
谷
市
議
会

大
規
模
災
害
対
応
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『
鎌
ケ
谷
市
議
会
大
規

模
災
害
対
応
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
』
を
作
成

し
ま
し
た

　

令
和
２
年
３
月
６
日
に
開
催

し
た
本
会
議
に
お
い
て
、
市
民

生
活
へ
の
影
響
を
最
大
限
回
避

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
を
優
先
す
る
た

め
、
会
議
日
程
を
10
日
間
短
縮

す
る
と
と
も
に
一
般
質
問
を
中

止
し
、
議
案
等
を
議
決
し
て
散

会
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
中
止
に
つ
い
て

　

未
来
ク
ラ
ブ
、
草
の
根
か

ま
が
や
及
び
Ｒ
ｅ
ｍ
ａ
ｋ
ｅ

鎌
ケ
谷
が
３
月
23
日
付
け
で

解
散
し
、
新
た
に
３
月
24
日

付
け
で
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
会
派
が 

結
成
さ
れ
ま
し
た

　

新
し
い
会
派
の
結
成
に
よ

り
、
新
た
に
佐
藤
剛
議
員
が

議
会
運
営
委
員
会
委
員
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
委

員
に
佐
藤
剛
議
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た

　

現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
小
金
計
夫
氏
、
松
丸
光

彦
氏
及
び
久
野
義
春
氏
の
再

任
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

に
同
意
　
　
　
　
　

　

現
委
員
の
小
川
春
利
氏
の

任
期
が
満
了
す
る
た
め
、
再

任
す
る
こ
と
に
意
見
を
求
め

ら
れ
、
適
任
と
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て

新型コロナウイルス感染症の飛沫感染防止対策として、
窓口にアクリル板やビニールカーテンを設置しました。

民生費
163億6,160万円

教育費
38億3,993万円

土木費
32億
4,991万円

公債費
34億
8,546万円

衛生費
28億

1,021万円

消防費
15億3,725万円

令和２年度一般会計予算のつかわれ方
その他
8億8,819万円

令和２年度特別会計予算

令和２年度
公営企業会計予算

総務費
30億

3,745万円

国民健康保険
105億1,200万円
（対前年比0.1％減）

下水道事業
収入
28億211万円
支出
32億6,964万円

介護保険
79億9,700万円
（対前年比10.7％増）

後期高齢者医療
14億7,600万円
（対前年比11.3％増）

352億
1,000万円
（対前年比4.0％増）

１　後期基本計画に定める目標の達成に向けた取り組み
２　社会保障費（扶助費）の財源を優先的に確保
３　公共施設長寿命化に向けた改修促進
４　幼児教育・保育の無償化の取り組み
５　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会
　　への取り組み

※支出が収入に対し不足する分は、
　減価償却費で補填

予
算
編
成
の
ポ
イ
ン
ト

令和２年度予算を可決国
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た

「
労
働
者
協
同
組
合
法
案
」
の

早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

（
都
市
・
市
民
生
活
常
任
委
員

会
の
発
議
）
を
可
決
し
、
国
の

関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。



第190号 （２）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
提
出

議
案
に
対
し
て
、
質
疑
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
に
対
す
る
質
疑

令和２年５月15日

（お知らせ）次の定例会議号は、８月15日（土）発行予定です。

政

友

会
針
貝
　
和
幸

立

憲

民

主

党
河
内
　
一
朗

日

本

共

産

党
佐
竹
　
知
之

公

明

党
富
田
　
信
恵

○
議
案
第
２
号

問　

医
療
費
助
成
の
対
象
に
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
所

持
者
が
追
加
さ
れ
る
理
由
と
、
こ

の
改
正
に
よ
る
影
響
額
を
伺
い
ま

す
。

答　

重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）

の
医
療
費
助
成
制
度
は
、
医
療
費

の
助
成
を
通
じ
て
重
度
障
が
い
者

の
自
立
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
り
、

千
葉
県
の
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

医
療
給
付
改
善
事
業
に
基
づ
き
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
精
神

障
が
い
の
方
は
対
象
外
で
あ
り
ま

し
た
が
、
県
に
お
い
て
身
体
障
が

い
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

の
３
障
が
い
平
等
の
観
点
か
ら
、

対
象
と
す
る
障
が
い
の
程
度
や
医

療
の
範
囲
な
ど
具
体
的
な
内
容
や

実
施
時
期
に
つ
い
て
市
町
村
と
協

議
を
行
い
、
お
お
む
ね
市
町
村
の

合
意
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
精

神
障
が
い
者
へ
の
対
象
拡
大
に
つ

○
議
案
第
４
号

問　

生
産
緑
地
法
の
改
正
理
由
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

生
産
緑
地
法
は
市
街
化
区
域

の
指
定
の
土
地
に
対
し
て
農
作
物

を
生
産
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た

法
律
で
す
が
、
国
で
は
都
市
農
地

に
は
防
災
や
環
境
保
全
に
お
い
て

も
役
立
つ
な
ど
多
く
の
機
能
が
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。
本
来
、
生
産

緑
地
法
は
、
自
治
体
が
土
地
を
買

い
取
る
か
農
地
と
し
て
利
用
す
る

人
に
あ
っ
せ
ん
す
る
仕
組
み
で
、

そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て

制
限
解
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
、
現
行
の
生
産
緑
地
法
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
30
年
と
な
る
２

０
２
２
年
に
は
多
く
の
生
産
緑
地

が
制
限
解
除
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
予
測
さ
れ
、
急
激
な
農
地
面

積
の
減
少
と
宅
地
の
過
剰
供
給
へ

の
対
策
と
し
て
、
可
能
な
限
り
転

用
を
防
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な

ど
の
社
会
問
題
を
背
景
に
、
生
産

緑
地
法
の
改
正
が
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
都
市
農
地
の

保
全
や
活
用
を
図
る
た
め
、
生
産

い
て
県
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
本
市
に
お
い
て

も
、
精
神
障
が
い
の
方
へ
も
他
の

障
が
い
者
と
同
様
の
助
成
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
判
断
し
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
所
持
者
を
追
加
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
な
お
、
県
に
お
い
て

検
討
を
進
め
て
い
く
中
で
、
関
係

団
体
や
本
市
も
含
め
た
市
町
村
議

会
か
ら
対
象
者
拡
大
に
対
す
る
多

く
の
要
望
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
改
正
に
よ
る
影
響
額
で

す
が
、
す
で
に
精
神
障
が
い
者
を

対
象
に
制
度
を
実
施
し
て
い
る
市

の
一
人
当
た
り
の
年
間
平
均
助
成

額
と
新
た
に
受
給
者
と
な
る
推
計

人
数
116
人
を
も
と
に
算
出
し
、
約

１
千
331
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
な
お
、
増
額
分
の
う
ち
、

２
分
の
１
に
つ
い
て
は
、
県
の
補

助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
議
案
第
５
号

問　

自
転
車
通
行
帯
を
本
市
に
設

置
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
本

市
に
お
け
る
今
後
の
自
転
車
通
行

帯
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

ま
ず
、
設
置
の
効
果
に
つ
い

て
で
す
が
、
用
地
確
保
の
観
点
な

ど
か
ら
自
転
車
道
の
整
備
が
困
難

で
あ
る
道
路
に
お
い
て
も
、
自
転

車
通
行
帯
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
で

自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
の
促
進

が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

次
に
、
自
転
車
通
行
帯
の
整
備

予
定
に
つ
い
て
で
す
が
、
平
成
30

年
度
に
策
定
し
た
鎌
ケ
谷
市
自
転

○
議
案
第
８
号

問　

市
営
住
宅
へ
の
入
居
の
際
に

必
要
な
連
帯
保
証
人
を
廃
止
し
た

場
合
に
考
え
ら
れ
る
課
題
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

現
在
市
で
は
入
居
の
際
に
連

帯
保
証
人
を
求
め
て
い
ま
す
が
、

こ
の
主
な
目
的
は
滞
納
の
抑
止
と

滞
納
債
務
の
解
消
な
ど
で
、
連
帯

保
証
人
を
廃
止
し
た
場
合
、
滞
納

に
対
す
る
抑
止
効
果
が
低
下
し
、

結
果
と
し
て
滞
納
が
増
え
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
の
課
題
へ

の
対
策
で
す
が
、
連
帯
保
証
人
は

入
居
者
の
実
質
的
な
緊
急
連
絡
先

と
し
て
の
役
割
も
あ
り
ま
す
の
で
、

連
帯
保
証
人
を
廃
止
し
た
場
合
で

も
緊
急
連
絡
先
の
提
出
は
求
め
る

予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
市
で
は
家

賃
債
務
を
連
帯
保
証
人
に
直
接
請

車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
に
基
づ
き

整
備
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
計
画
の
中
で
自
転
車
通

行
帯
を
整
備
す
る
道
路
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
道
路
は
、
国
道
や

県
道
、
都
市
計
画
道
路
な
ど
の
幹

線
道
路
と
し
て
い
ま
す
。

求
し
た
事
例
は
な
く
、
ま
た
緊
急

連
絡
先
は
家
族
、
そ
の
他
密
接
な

関
係
の
人
と
な
る
可
能
性
が
高
い

た
め
、
滞
納
の
初
期
段
階
で
緊
急

連
絡
先
へ
の
連
絡
を
示
唆
す
る
、

滞
納
の
事
情
に
よ
っ
て
は
緊
急
連

絡
先
等
の
相
談
を
誘
導
す
る
、
夜

間
に
も
臨
戸
訪
問
す
る
な
ど
し
て

早
期
に
解
消
す
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

令和２年３月会議の審議結果一覧
議案番号等 件　　　　　　名 審議結果

議案第１号 鎌ケ谷市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制
定について 原案可決 全会一致

議案第２号 鎌ケ谷市重度心身障がい者（児）医療費助成条例の一
部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第３号 鎌ケ谷市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第４号 鎌ケ谷市生産緑地地区の区域の規模に関する条例の制
定について 原案可決 全会一致

議案第５号 鎌ケ谷市道路の構造の技術的基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第６号 鎌ケ谷市道路標識の寸法を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第７号 鎌ケ谷市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第８号 鎌ケ谷市市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する
条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第９号 令和元年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第６号） 原案可決 全会一致
議案第10号 令和元年度鎌ケ谷市介護保険特別会計補正予算（第２号）原案可決 全会一致

議案第11号 令和元年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第３号） 原案可決 全会一致

議案番号等 件　　　　　　名 審議結果
議案第12号 令和２年度鎌ケ谷市一般会計予算 原案可決 全会一致
議案第13号 令和２年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計予算 原案可決 全会一致
議案第14号 令和２年度鎌ケ谷市介護保険特別会計予算 原案可決 全会一致
議案第15号 令和２年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 全会一致
議案第16号 令和２年度鎌ケ谷市下水道事業会計予算 原案可決 全会一致
議案第17号 和解について 原案可決 賛成多数
議案第18号 令和元年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第７号） 原案可決 全会一致
同意案第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　意 全会一致
同意案第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　意 全会一致
同意案第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　意 全会一致
諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　　任 全会一致
発議案第１号「労働者協同組合法案」の早期制定を求める意見書 原案可決 全会一致

陳情２-３-１「労働者協同組合法（仮称）」の速やかな制定を求める意見書に関する陳情 採　　択 全会一致

陳情２-３-２「気候非常事態宣言」に関する陳情書 採　　択 全会一致

陳情１-12-１ ゲノム編集食品の規制と表示義務化を求める意見書の提出を求める陳情 継続審査 賛成多数

緑
地
地
区
の
一
律
500
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
の
面
積
要
件
を
市
が
条
例

を
定
め
る
こ
と
で
300
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
ま
で
引
き
下
げ
る
制
度
や
、

生
産
緑
地
地
区
に
設
置
可
能
な
建

築
物
と
し
て
農
産
物
等
の
直
売
場

や
加
工
施
設
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

の
追
加
、
さ
ら
に
は
生
産
緑
地
の

指
定
か
ら
30
年
経
過
後
に
お
い
て

も
、
10
年
間
延
長
の
生
産
緑
地
と

し
て
指
定
で
き
る
特
定
生
産
緑
地

制
度
に
よ
る
生
産
緑
地
法
の
一
部

改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
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令
和
２
年
度
鎌
ケ
谷
市
一
般
会

計
、
３
特
別
会
計
及
び
１
公
営
企

業
会
計
予
算
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
の
主
な
審

査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総　

括
〉

問　

今
回
の
予
算
案
は
、
後
期
基

本
計
画
及
び
現
行
総
合
基
本
計
画

の
最
終
年
度
の
予
算
案
と
な
り
ま

す
が
、
ど
こ
に
重
点
を
置
い
た
予

算
案
か
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
２
年
度
当
初
予
算
は
、

「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

ず
っ
と
笑
顔
で
い
ら
れ
る
街
」
を

実
現
す
る
た
め
、「
未
来
に
向
け

て
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
る
街

づ
く
り
」、「
す
べ
て
の
市
民
が
暮

ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
街
づ

く
り
」、「
産
業
が
盛
ん
で
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
・
緑
を
楽
し
め
る
街
づ

く
り
」
に
重
点
化
を
図
っ
た
予
算

で
あ
り
、
特
に
、
昨
年
の
台
風
被

害
等
を
踏
ま
え
た
治
水
対
策
の
強

化
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る

こ
と
と
な
る
市
庁
舎
の
非
常
用
発

電
機
の
改
修
や
、
避
難
所
に
お
け

る
新
た
な
防
災
対
策
用
品
の
配
備

な
ど
の
災
害
対
策
の
実
施
、（
仮

称
）
東
部
地
区
児
童
セ
ン
タ
ー
設

置
事
業
や
、
小
中
学
校
体
育
館
等

へ
の
大
型
扇
風
機
の
配
置
な
ど
と

い
っ
た
、
子
育
て
世
代
の
支
援
を

中
心
と
し
た
人
口
流
入
策
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
へ
の
事
業
展
開
を
推
進
す
る

も
の
と
し
ま
し
た
。

〈
歳　

入
〉

問　

法
人
市
民
税
が
減
額
と
な
っ

た
要
因
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答　

市
内
の
法
人
数
は
ほ
ぼ
横
ば

い
で
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
税

制
改
正
に
よ
り
法
人
市
民
税
法
人

税
割
の
税
率
が
12
・
１
％
か
ら
８
・

４
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
影
響
が

主
な
要
因
で
す
。

　

そ
の
背
景
と
し
て
は
、
地
方
法

人
課
税
の
偏
在
是
正
の
た
め
に
、

地
方
税
で
あ
る
法
人
住
民
税
法
人

税
割
の
税
率
を
引
き
下
げ
て
、
そ

の
分
、
国
税
で
あ
る
地
方
法
人
税

の
税
率
を
引
き
上
げ
、
そ
の
税
収

を
交
付
税
の
原
資
に
し
よ
う
と
す

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

〈
歳　

出
〉

問　

ふ
れ
あ
い
収
集
事
業
の
概
要

と
対
象
件
数
の
見
込
み
及
び
利
用

に
至
る
ま
で
の
過
程
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答　

ふ
れ
あ
い
収
集
事
業
は
、
自

ら
ご
み
を
出
す
こ
と
が
困
難
で
、

か
つ
、
ほ
か
の
方
か
ら
支
援
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
方
に
対
し
、
ゴ
ミ
出

し
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
安
否
確

認
も
行
う
事
業
で
、
対
象
件
数
に

つ
い
て
は
、
先
進
事
例
な
ど
か
ら

約
200
件
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

利
用
に
至
る
ま
で
の
過
程
と
し

て
は
、
希
望
者
本
人
も
し
く
は
代

理
人
か
ら
の
申
請
を
受
け
、
面
談

や
現
地
確
認
等
に
よ
り
要
件
審
査

を
行
い
、
利
用
の
可
否
を
決
定
し

ま
す
。

※審議の詳細な内容については、６月上旬に市議会ホームページに掲載される会議録をご覧ください。


